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東日本大震災の復興を支援しよう
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ク
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。
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３
０
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が
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し
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後
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長
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。
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岐
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猪
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。
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今月の表紙
ふくしま駅伝４区から
５区へのリレー。星竜

りゅう

選手（流通経済大２年）
からタスキを受けた神
汰
た い

輝
き

選手（東中３年）
は高校生たちに負けじ
と力走。この区間で中
学生トップのタイムを
たたき出しました。

【撮影日】　11 月 18 日
【撮影場所】鳥見山陸上競技場

　　　　　　　　　  （鏡石町）

【目次】

Pick Up
今月のイベント

全国各地の桜を植え
復興を応援

　24 年秋の叙勲・褒章が発表され、本町からは、瑞宝単光章に２人、藍綬褒章に１人が選ばれました。
受章された皆さんを紹介します。

受章おめでとうございます

丸山　久
ひ さ

夫
お

さん  （61 歳　名古屋町）

◆瑞宝単光章

受章の報告に町役場を訪れた丸山さん

　昭和 40 年、東京消防庁に入り、品川消防署
科学中隊長、光が丘消防署指揮担当などを歴任。
42 年間にわたり都内の防災に尽くされました。

「突然のことで思いがけなかったが、大変嬉しく
思う。33 人の尊い命が失われたホテルニュージャ
パンの火災現場に出動したことが今でも忘れられ
ない。もっと多くの命を助けることができなかっ
たかと、悔いが残る」と話されました。

　昭和 30 年に町消防団に入団し、ラッパ隊や訓
練分団長などを歴任。38 年間にわたり町の予防
消防に尽力されました。「大変重みのある賞をい
ただき光栄に思っている。平成元年の台風 13 号
水害時、殉職した団員の弔いのラッパを指導した
ことが忘れられない。仲間の後押しや人との絆に
恵まれここまで来た。消防活動に一切不満を言わ
なかった家族にも感謝したい」と話されました。

鈴木　榮
え い

太
た

郎
ろ う

さん  （76 歳　廻谷地）

◆瑞宝単光章

淑
しゅく

夫人とともに受章の報告に町役場を訪れた鈴木さん

土屋　孝
た か

彦
ひ こ

さん  （58 歳　百目貫）

◆藍綬褒章

　昭和 49 年、町消防団に入団。平成 20 年から
は団長を務め、地域の予防消防および防災に力を
注いでいます。「嬉しい半面、身がひきしまる思い。
本年度末で任期満了となるが、町の安心安全のた
め後進の指導に努めていきたい。平成元年の台風
13 号水害時、土のう積みなどの作業を夜通し続
けたことや、川に流され犠牲になった団員を捜索
したことが記憶に残っている」と話されました。受章の報告に町役場を訪れた土屋さん
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【
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞　

市
田
悟

優
秀
賞　

安
藤
雄
一
、
阿
部
和
子
、

佐
藤
淳
子

佳
作　

國
安
治
隆
、
山
口
丈
子
、
佐

藤
春
子

福
島
県
共
同
募
金
会
長
感
謝
状
受
賞
者

【
個
人
の
部
】

・
一
般
募
金　

戸
田
忠
義
、
野
口
森

雄
、
田
中
稔
務

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

渡
部
新
司
、
遠
藤
修
郎

【
団
体
の
部
】

・
一
般
募
金　

有
限
会
社
五
十
嵐
自

動
車
整
備
工
場
、
猪
苗
代
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会
、
有
限

会
社
三
交
産
業
、
あ
い
づ
農
業
協
同

組
合
青
年
連
盟
猪
苗
代
地
区
、
あ
い

づ
農
業
協
同
組
合
女
性
部
猪
苗
代
支

部

苗
代
）、
小
板
橋
玲
香
（
同
）、
伊
藤

ほ
の
か
（
千
里
）

「
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
運
動｣ 

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

半
谷
昂
大
（
千
里
） 

優
秀
賞　

渡
部
拓
真
（
長
瀬
）、
松

木
怜
大
（
同
）、
北
條
優
衣
（
千
里
） 

佳
作　

内
海
聖
（
猪
苗
代
）、
小
檜

山
魁
（
同
）、
大
木
ゆ
ら
（
同
） 

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

柴
田
菜
摘
（
東
） 

優
秀
賞　

渡
部
花
菜
子
、
佐
藤
美
紗
、

安
部
睦
（
す
べ
て
東
）

佳
作　

安
部
一
壽
也
、
青
木
真
里
奈
、

日
出
山
愛
夏
（
す
べ
て
東
）

【
高
校
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

鈴
木
柊
也
（
猪
苗
代
）

優
秀
賞　

渡
部
夏
希
、
大
泉
真
輝
、

横
田
裕
大
（
す
べ
て
猪
苗
代
）

佳
作　

小
檜
山
将
太
、
遠
藤
加
央
里
、

宇
南
山
勇
（
す
べ
て
猪
苗
代
）

　

表
彰
式
に
は
受
賞
者
を
は
じ
め
町
、

町
議
会
、
関
係
機
関
・
団
体
の
来
賓

な
ど
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

前
後
公
町
長
が「
皆
さ
ん
の
ご
功

績
に
対
し
、
町
民
を
代
表
し
て
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
か
ら

も
町
政
発
展
の
た
め
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
し
た

後
、
有
功
者
と
功
労
者
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
に
続
い
て
、

鈴
木
武
喜
町
議
会
議
長
、
小
檜
山
善

継
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
山
田
長
平
さ

ん（
62
）＝
名
家
＝
が「
町
発
展
の
た
め
、

各
自
そ
の
任
務
を
果
た
す
べ
く
誠
心

誠
意
努
力
す
る
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
有
功
者
表
彰

▽
町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績（
特

別
表
彰
）＝
山
田
長
平
▽
町
議
会
議

員
と
し
て
の
功
績
＝
後
藤
公
男
▽
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し

て
の
功
績
＝
渡
部
賢
一

◇
功
労
者
表
彰

▽
学
校
医
と
し
て
の
功
績
＝
六
角
周

▽
有
害
鳥
獣
駆
除
員
と
し
て
の
功
績

＝
佐
藤
武
夫
、
長
澤
誠
▽
区
長
と
し

て
の
功
績
＝
大
橋
清
喜
、
熊
谷
博
、

古
川
泰
一
郎
▽
民
生
児
童
委
員
と
し

て
の
功
績
＝
別
府
紀
元
、
土
屋
俊
雄
、

越
尾
弘
子
、
川
井
正
榮
、
阿
部
典
子
、

二
瓶
康
子
、
阿
部
操

　

24
年
度
合
同
表
彰
式
感
謝
状
伝
達

式
は
11
月
10
日
、
学
び
い
な
で
開
催

さ
れ
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者

な
ど
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

｢

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

ポ
ス
タ
ー
」
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

最
優
秀
賞　

渡
部
里
胡
（
千
里
）

優
秀
賞　

大
坂
憲
裕
（
長
瀬
）、
大

久
保
智
加
（
千
里
）、野
矢
隆
史
（
長

瀬
）

佳
作　

岩
下
知
宙
（
翁
島
）、
小
野

木
滉
馬
（
千
里
）、
佐
藤
風
雅
（
同
）、

渡
部
莉
未（
猪
苗
代
）、小
林
楓
羽（
千

里
）、柴
田
芽
依
（
緑
）、伊
藤
睦
（
猪

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

24
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
は
11
月
３
日
、
町
役
場
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
、
教
育
、
産
業
、
民
生
の
分
野
で
公
共

の
福
祉
や
町
政
に
功
労
の
あ
っ
た
16
人
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
ま
し
た
。

前後町長、鈴木議長を中心に受賞した皆さんで記念撮影

自治功労者表彰式・合同表彰式感謝状伝達式
合
同
表
彰
式

感
謝
状
伝
達
式ポスターコンクール最優秀賞

渡部里胡さん（千里）

、

高
齢
者
作
品
展
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

24
年
度
高
齢
者
作
品
展
表
彰
式
は

11
月
15
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
、
受

賞
者
に
賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

最
優
秀
賞　

近
藤
美
千
代 

優
秀
賞
（
日
赤
県
支
部
長
賞
）遠
藤

み
え
子
、（
町
議
会
議
長
賞
）
佐
藤

菊
枝
、（
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
）

神
ト
シ
子
、（
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
賞
）
鈴
木
ア
イ
、（
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
賞
）渡
部
照
子

佳
作　

石
川
征
子
、
鳥
川
ミ
エ
子
、

臼
井
コ
ハ
ギ

努
力
賞　

生
駒
つ
る
子

特
別
賞　

ハ
ー
モ
ニ
ー
猪
苗
代
、
い

な
わ
し
ろ
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
猪
苗
代
、

ケ
ア
テ
ル
猪
苗
代
西
棟

最優秀賞を受賞した近藤さん

標語コンクール小学生の部最優秀賞
半谷昂大さん（千里）

標語コンクール中学生の部最優秀賞
柴田菜摘さん（東）
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今
年
で
16
回
目
を
迎
え
た「
猪
苗

代
新
そ
ば
祭
り
」は
11
月
10
、
11
の

両
日
、
カ
メ
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
ま
し

た
。
猪
苗
代
手
打
ち
そ
ば
の
会
の
名

人
た
ち
が
打
っ
た
そ
ば
は
、
温
か
い

「
祝
言
そ
ば
」
と
冷
た
い
「
ざ
る
そ
ば
」

で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
４
千
人
以
上

の
来
場
者
は
、
▽
ひ
き
た
て
▽
打
ち

た
て
▽
ゆ
で
た
て
︱「
３
た
て
」の
新

そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
ば
だ
け
で
は
な
く
「
天
ぷ
ら
の

盛
り
合
わ
せ
」
や
そ
ば
が
ゆ
な
ど
も

振
る
舞
わ
れ
、
そ
の
食
材
の
ほ
と
ん

ど
は
猪
苗
代
産
。
来
場
者
は
、
猪
苗

代
の
幸
と
猪
苗
代
の
元
気
を
そ
の
舌

で
味
わ
い
ま
し
た
。

1_ 子どもたちもおいしいそばに夢
中　2_ 茨城県から毎年来ていると
いう皆さん　3_「こね」はそばの
食感が決まる大事な作業　4_ お待
ちかねのそばを受け取るお客さん　
5_ ひきたて、打ちたて、ゆでたての
そば　6_ 今年も長い行列ができまし
た　7_ 名人の見事な手さばきに視
線がくぎ付け　8_ 千葉県野田市か
ら駆け付け、楽しい曲を披露してく
れたＷＲＰの皆さん

4

2

1

町の元気を 　

第
24
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
争
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

は
11
月
18
日
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
ま
で

の
16
区
間
、
96
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
、
選
手
一
人
一
人
が

力
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
町

の
部
４
位
入
賞
、
総
合
16
位
と
い
う

成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

全
力
を
出
し
切
り
、
タ
ス
キ
を
つ

な
い
だ
選
手
た
ち
の
頑
張
り
は
、
町

民
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　

18
年
ぶ
り
に
出
場
し
、
チ
ー
ム
を

け
ん
引
し
た
最
年
長
の
金
丸
哲さ

と
し

選

手
は
「
満
足
の
い
く
走
り
が
で
き
た
。

来
年
も
ま
た
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

き
ょ
う
だ
い
で
出
場
し
た
小
川
広ひ

ろ

、

あ
か
り
両
選
手
は
「
２
人
で
出
場
で

き
て
う
れ
し
い
。
来
年
も
ま
た
出
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

チームワークで町の部４位入賞

1_ 表彰式終了後、みんなで記念写真　2_ ア
ンカーを務めた五十嵐史

し

朗
ろ う

主将　3_12 区影
山 裕

ゆたか

選手　4_ ３年連続で１区を走った鈴木
美

み

姫
き

選手（田村高３年）　5_10 区五十嵐 修
しゅう

一
い ち

選手（学法石川高２年）から 11 区小川あかり
選手（猪苗代中２年）にリレー　6_15 区小林
萌

も

々
も

選手（猪苗代中１年）　7_ ６区長谷川 尚
しょう

大
た

選手（会津学鳳高１年）から７区古川裕
ひ ろ

隆
た か

選手（会津学鳳中２年）にリレー　8_ ８区大
川原一

か ず

彰
あ き

選手（東中３年）から９区増子風
か

鈴
り ん

選手（猪苗代中２年）にリレー

2

1

3

4

1

2

7 8

6

猪
苗
代
の
幸
に
舌
鼓

1

3

45

68

7

5

6
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      長瀬小が東北大会にＷ出場
　長瀬小学校マーチングバンドの代表児童らは 11
月６日、町役場を訪れ、大会の結果を報告しました。
　同校は、第 31 回全日本小学生バンドフェスティ
バル東北大会（10 月 28 日、青森市）で銀賞、第 41
回マーチングバンド・バトントワーリング東北大会

（11 月３日、宮城県利府町）で優秀賞を受賞。バン
ドマスターの柳沼駿

しゅん

介
す け

さんと副バンドマスターの
渡部雄

ゆ う

大
た

さんは「今までで最高の演奏ができた。後
輩も頑張ってほしい」と感想を述べました。江尻陽

よ う

子
こ

校長とマーチング主任の小椋千
ち

恵
え

子
こ

教諭は「児童
たちは、マーチングを通して協力することや努力す
ることの大切さを学んだ。今後の人生に生かして
いってもらいたい」と話しました。
　11 月 22 日、カメリーナで開催された同バンド
の発表会と移杖式では、会場に詰めかけた保護者や
地元の皆さんの前で見事な演奏を披露しました。

写真上　東北大会で見事な演
奏を披露した児童たち
写真下　東北大会出場の報告
に町役場を訪れた時の様子。
左から江尻校長、前後町長、
柳沼さん、渡部さん、小椋教
諭、土屋教育長

　 野口英世博士の生誕を祝う
　本町出身の世界的医学者、野口英世博士の誕生を
祝う第 136 回誕生祭は 11 月９日、野口英世記念
館至誠館で開かれました。誕生祭では、野口家の菩
提寺である長照寺の楠俊

しゅん

道
ど う

住職の読教、関係者ら
の献花に続いて、翁島小学校の４年生が唱歌「野口
英世」を披露。約 70 人の出席者が博士の功績をた
たえました。八子弥

や

寿
す

男
お

館長は「今後も博士の顕彰
に努めていくので、皆さんの協力をお願いしたい」
とあいさつ、土屋重

し げ

憲
の り

教育長、鈴木武
た け

喜
き

町議会議長
が祝辞を述べました。
　誕生祭に続き、野口英世博士顕彰行事の作文コン
クール・少年科学賞授賞式が開催され、受賞した小
中学生を表彰しました。受賞者を代表して長瀬小学
校４年の赤井海

か い

人
と

さん、猪苗代中学校２年の安部駿
は や

人
と

さんが作文を朗読、会場は大きな拍手に包まれま
した。

写真上　唱歌「野口英世」を
元気に歌う翁島小学校の４年
生たち
写真下　原稿を見ずに、堂々
と作文を朗読する安部さん。
発表が終わると、会場からは
大きな拍手が送られました A N

　  合格目指し粘り強く頑張れ
　ＪＡあいづから町内 3 中学校の 3 年生へ「合格祈
願米」を贈る贈呈式は 11 月 27 日、町役場で開催
されました。
　この米は、会津若松市神指町の水田に会津若松市
立第六中学校の生徒約 100 人が手植えをし、収穫
後は会津美里町の文

も ん

殊
じ ゅ

院
い ん

清
せ い

龍
りゅう

寺
じ

で祈祷をしたコシ
ヒカリ。ＪＡあいづの五十嵐孝

た か

夫
お

代表理事組合長は
「米を中心とした食事をしっかり取って、健康に気
を付けて頑張ってください」と生徒らを激励、各校
の代表と校長などに人数分の米を手渡しました。
　前後公

ひろし

町長、土屋重
し げ

憲
の り

教育長も「受験は、米と同
じで粘りが大事。ごはんをしっかり食べて、健康に
注意して頑張ってください」と生徒を励ましました。
　生徒を代表して猪苗代中学校の吉川大

だ い

さんが「期
待に応えられるよう、しっかり勉学に励みます」と
お礼と決意の言葉を述べました。

写真上　五十嵐代表理事組合
長から合格祈願米を受け取る

（右から）猪苗代中の吉川大
だ い

さん、吾妻中の五十嵐翔
か

月
づ き

さ
ん、東中の土屋早

さ

紀
き

さん
写真下　お礼と決意の言葉を
述べた吉川さん

lementary schoolE

D      一生懸命な姿に大きな拍手
　町内の保育所や幼稚園では、次々と保育発表会が
開かれています。さくらこども園の保育発表会は
12 月１日、同園で開かれ、園児 105 人が日頃の練
習の成果を披露しました。
　白虎隊の剣舞やリズム体操、音楽劇など 15 演目
を披露。子どもたちの一生懸命な姿、かわいらしい
姿に、会場を埋めつくした保護者から大きな拍手や
歓声が送られました。

写真上　ひよこ組の「きいろ
いはねのみつばちさん」。かわ
いい姿に会場は大盛り上がり
写真左　さくら組による音楽
劇「どうぞのいす」
写真右　うさぎ組の「サンタ
クロースがやってくる」

INAWASHIRO

unior high schoolJindergartenK

lementary schoolE ＆ junior high school

スクールトピックス ＆ ニュース
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　スポーツ新聞「日刊スポーツ」の営業マンが自転車で全国各地
を巡り、街の元気を伝える「ニッポンの元気探し隊！」。このコー
ナーを担当する金子真

ま さ

仁
ひ と

さんがこのほど本町を訪れました。
　11 月 22 日には、自転車で町役場を訪問。町のイベントや観
光情報などについて情報を収集した後、風評被害に悩む町内の
民宿の取材に向かいました。この内容は、11 月 26 日の東京版、
東北版の同コーナーに掲載されました。金子さんのお母さんは、
下舘出身とのこと。「猪苗代は観光資源が数多くある、本当にす
てきな街。皆さん、ぜひ猪苗代へ！」と応援していただきました。

風評被害に悩む本町を応援
日刊スポーツで本町が紹介される

役場を訪れた金子さん。応援ありがとうございます

兼載ゆかりの地などを巡る
栃木県那須町の皆さんが本町訪問

土津神社奥の院の前で記念撮影

　栃木県那須町の芦野地区地域づくり委員会のメンバーは 11 月
10 日、本町を訪れ、猪苗代兼載ゆかりの地などを巡りました。
　兼載が同地区で晩年を過ごしたことから、同委員会では兼載の
記念事業を展開。事業の一環として研修に訪れたものです。
　同委員会の委員ら 32 人は、猪苗代の偉人を考える会（江花俊

と し

和
か ず

会長）の案内のもと、小平潟天満宮や兼載の記念碑などを訪問。
新そばまつりでの昼食後、土津神社などを見学しました。
　江花会長は「兼載を通して、お互いの地域活性化のため、今後
さらに交流を深めていきたい」と話しました。

住警器の早期設置を訴える
消防署員らが街頭啓発活動を実施

買い物客にチラシなどを手渡す消防団幹部ら

　会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部と猪苗代消防署の
街頭啓発活動は 11 月９日、ヨークベニマル猪苗代店で実施され
ました。活動には消防署員の他、町消防団幹部、町婦人消防隊、
纏
まとい

の会などから 15 人が参加。買い物客に防火を呼び掛けるチラ
シやティッシュなどを配り、火災予防と住宅用火災警報器の設置
を呼びかけました。
　署員らは「本町の住警器設置率はまだまだ低い。自分の命は自
分で守るという意識を持ち、早期に設置してほしい」と真剣な表
情で呼び掛けました。

　細菌やウイルスに関する優れた研究を表彰する野口英世記念医
学賞の授賞式は 11 月 10 日、学びいなで行われ、兵庫医科大腫
瘍免疫制御学特任教授の岡村春

は る

樹
き

氏と同大学長で免疫学・医動物
学教授の中西憲

け ん

司
じ

氏の功績をたたえました。博士生誕の地である
本町での開催は、55 回目にして初めてのことです。
　両氏の研究は「インターロイキン－ 18（ＩＬ－ 18）の発見とそ
の生体防御における役割」で、難病の原因解明と治療法の確立に
貢献する独創的な研究として評価されました。授賞式では受賞者
による記念講演も行われ、研究の成果が披露されました。

細菌などの優れた研究を表彰
本町で初の野口英世医学賞授賞式

表彰を受ける岡村氏とはるみ夫人

　猪苗代湖や磐梯山を望むコースを走る「猪苗代湖ハーフマラソン
2012」は 10 月 21 日、町総合体育館カメリーナをスタート、ゴールで開
催されました。レースはハーフマラソンを中心とした計 13 部門で争われ、
出場した約 2000 人のランナーが秋の猪苗代路を力強く駆け抜けました。
　東日本大震災からの復興などを目的に開催されたこの大会には、ゲスト
ランナーとして北京オリンピック男子マラソン代表の佐藤敦

あ つ

之
し

選手が参加。
沿道からは大きな声援が送られました。レース後のインタビューで佐藤選
手は「『福島を盛り上げてくれてありがとう』『帰って来てくれてありがと
う』という励ましに涙がこみ上げました。復興に向けてみんなで頑張って
いきましょう」と話しました。

復興を願って猪苗代を疾走
猪苗代湖ハーフマラソンを開催

カメリーナをスタートしたハーフマラソンの参加者ら写真上　親子の部（２㌔）のゴール
前でデッドヒートを繰り広げる渡部
誠
まこと

さん・峻
しゅん

太
た

さん親子（右・四ツ谷）
と鈴木元

も と

一
か ず

さん・有
ゆ う

人
と

さん親子（左・
八千代）。渡部さん親子は３位で２
年連続の入賞、鈴木さん親子は４位
入賞を果たしました
写真下　中学生男子の部（５㌔）で
優勝した東中３年の神汰

た い

輝
き

さん。中
学生の部では男女とも、ふくしま駅
伝のメンバーや猪苗代中特別バドミ
ントン部の部員らの活躍が目立ちま
した

インターネットでも見られます　http://japan47.nex.nikkansports.com/
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「明るく、元気にのびのびと育ってほしいですね」
パパとママは玲歩ちゃんをやさしく見つめながら
話します。

笑顔でこんにちは

　

最
近
、
た
っ
ち
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
玲
歩
ち
ゃ
ん
。

食
べ
物
も
い
ろ
い
ろ
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

う
ど
ん
や
魚
な
ど
が
好
き
な

玲
歩
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
一
番

の
大
好
物
は
、
ぶ
ど
う
の
ア

イ
ス
。「
私
が
食
べ
て
い
る

と
、
す
ご
い
勢
い
で
寄
っ
て

き
ま
す
。
最
後
の
一
口
は
自

分
が
食
べ
た
い
よ
う
で
、
食

べ
ら
れ
る
と
怒
る
ん
で
す
」

と
パ
パ
の
秀
一
さ
ん
は
笑
い

ま
す
。

　
「
パ
パ
が
休
み
の
時
は
、

３
人
で
出
掛
け
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
お
出
か
け
が
大

好
き
で
、
家
か
ら
出
た
と
た

ん
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
マ
マ
の

信
江
さ
ん
。
人
見
知
り
し
な

い
と
い
う
玲
歩
ち
ゃ
ん
は
、

行
く
先
々
で
愛
嬌
を
振
り
ま

い
て
い
る
の
だ
と
か
。
そ
ん

な
玲
歩
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
つ

ら
れ
て
、
会
う
人
み
ん
な
が

笑
顔
に
な
り
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile保健だより Health information

認知症対策から始める町づくり

大好きなパパ、ママと笑顔でポーズ

平成 23 年 10 月生まれ
～四ツ谷　
秀
しゅう

一
い ち

さん・信
の ぶ

江
え

さん夫婦の長女

宗像　玲
れ い

歩
あ

　ちゃん

が
あ
る
の
も
当
然
で
す
。
経
過
を

見
る
時
間
も
必
要
で
す
し
、
慎
重

に
医
療
機
関
等
を
選
ぶ
こ
と
も
大

切
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
親
が

認
知
症
に
な
っ
た
時
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
て
も
ら
う
か
を

考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
だ

ん
だ
ん
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
て
も
、
そ
の
時
に
な
ら
な
い
と

真
剣
に
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の

が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と
は
、
困
っ
た
時
に

ど
う
す
る
か
、
ど
こ
に
相
談
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。町
で
は「
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
」
を
目
指
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

例
え
ば

○
認
知
症
講
演
会
（
年
１
回
開
催
、

24
年
度
は
終
了
）

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
本
年
度
第
１
回
目
終
了
、
２
回

目
開
催
予
定
あ
り
）

○
認
知
症
学
習
会
（
本
年
度
第
１

回
目
終
了
）

●
認
知
症
の
家
族
を
持
つ
家
族
会

（
第
２
回
目
は
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
）

▽
日
時　

12
月
20
日（
木
）

症
と
診
断
さ
れ
た
親
や
そ
の
疑
い

が
あ
る
親
を
持
つ
人
の
う
ち
、
症

状
に
気
付
い
て
か
ら
医
師
な
ど
専

門
家
に
相
談
す
る
ま
で
の
時
間
が

１
年
以
上
と
い
う
人
の
割
合
が
、

30
・
８
％
に
上
る
と
い
う
調
査
結

果
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

（
対
象
：
65
歳
以
上
の
親
が
い

る
全
国
の
20
代
以
上
の
男
女
計

９
４
０
０
人　

エ
ー
ザ
イ
調
べ
）

　

ち
ょ
っ
と
し
た
「
も
の
忘
れ
」

な
の
か
「
認
知
症
状
」
な
の
か
は
、

初
期
に
は
判
断
し
づ
ら
い
部
分
も

あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
自
分
の
親

な
ら
信
じ
た
く
な
い
と
い
う
思
い

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

体
験
交
流
館
学
び
い
な

研
修
室
Ａ
、
Ｂ

▽
対
象
者　

認
知
症
の
家
族
を
介

護
し
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

▽
申
し
込
み　

参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

　

ま
だ
ま
だ
取
り
組
み
始
め
た
こ

と
ば
か
り
で
、
知
名
度
も
高
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
ざ

困
っ
た
と
き
、
相
談
し
た
い
と
き

に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
興
味
が
あ
る
、

賛
同
す
る
と
い
う
人
は
、
積
極
的

に
参
加
も
し
く
は
意
見
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
猪
苗
代
町
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
業
務

☎　
（
62
）２
１
１
５

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎　
（
72
）１
５
３
０

　

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
師
走
。

そ
う
感
じ
て
い
る
人
は
き
っ
と
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
は
１
年
ず
つ
成
長
し
て

い
き
ま
す
が
、「
年
を
取
る
と
１

年
ご
と
に
体
の
衰
え
を
実
感
す

る
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
体
は
徐
々
に
老
い
て
い
っ
て

も
、
精
神（
心
）
は
日
々
成
長
し

て
い
る
の
が
人
間
で
す
。「
若
者

に
は
負
け
て
い
な
い
ぞ
！
」
と
い

う
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い

け
た
ら
、
き
っ
と
楽
し
み
も
今
よ

り
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

先
日
、
あ
る
新
聞
に
、
認
知

10 月に開催した認知症講演会の様子。講師が認知症の
人との接し方、認知症の症状や予防法などについて、ユー
モアを交えながら説明。約 200 人の参加者が熱心に聞
き入りました。講演に引き続き、みちのくボンガーズが
認知症介護をテーマにしたコントを披露すると、会場は
笑いに包まれました。

Inawashiro soba travelogue

　

野
口
英
世
記
念
館
の
近
く
に

あ
る
「
三
城
」
は
、元
洋
食
シ
ェ

フ
の
店
主
、
野
口
さ
ん
が
作
る

こ
だ
わ
り
の
そ
ば
と
料
理
が
お

い
し
い
と
評
判
の
お
店
で
す
。

　
「
格
別
の
歯
ご
た
え
と
香
り
」

と
評
判
を
呼
ぶ
十
割
そ
ば
に
は
、

福
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
品

種
「
会
津
の
か
お
り
」
を
使
用
。

玄
そ
ば
を
３
種
類
に
挽
き
分
け
、

粉
の
状
態
や
色
具
合
を
見
極
め

て
、
野
口
さ
ん
が
独
自
に
ブ
レ

ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ゆ
は
本
節
の
き
い
た
、
や

や
辛
口
で
キ
レ
の
あ
る
味
。
温

か
い
つ
ゆ
は
、
奥
深
く
や
さ
し

い
味
わ
い
で
す
。

　

お
す
す
め
は
「
会
津
地
鶏
丼

合
膳（
１
１
０
０
円
）」。
和
風

た
れ
で
焼
い
た
地
鶏
に
半
熟
卵

を
添
え
た
丼
ぶ
り
と
そ
ば
の

セ
ッ
ト
で
す
。
名
物
の
「
振

る
舞
い
板
そ
ば（
９
８
０
円
）」

は
２
人
半
前
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。

別
売
り
の
つ
け
汁
は
、
地
鶏
汁
、

鴨
汁
、
て
ん
汁
、
も
り
汁
の
４

種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。

営
業
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

定
休
日　

無
休

☎（
65
）２
８
２
８

　（店主　野口　正
ま さ

敏
と し

さん）

　　旅
た び

食
しょく

房
ぼ う

 三
さ ん

城
じ ょ う

おすすめの会津地鶏丼合膳（手前）と振る舞い板そば（奥）

「粗挽きそば、一番粉そば（数量限定）を始めましたので、ぜひご賞
味ください」と店主の野口さん（右）

猪苗代そば紀行
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教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 
 

～
第
三
十
一
回
～

　

土
津
神
社
で
は
毎
年
、
５
月
３
日
に
春
季
大
祭
、

９
月
21
日
に
秋
季
大
祭
、
新
穀
感
謝
祭
が
11
月
３

日
に
行
わ
れ
る
。
素
人
考
え
な
が
ら
「
神
道
」
の

起
源
に
つ
な
が
る
古
い
形
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、

参
列
し
て
い
る
と
、
一
瞬
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国

の
遥
か
な
昔
に
還
っ
た
よ
う
で
、
な
つ
か
し
く
、

ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
心
持
ち
に
な
る
。

　

祝の
り

詞と

奏そ
う

上じ
ょ
う

、
玉た

ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん

な
ど
一
連
の
儀
式
が
終

わ
っ
て
、
氏
子
総
代
様
の
あ
い
さ
つ
が
あ
る
。
ほ

ぼ
毎
年
の
よ
う
に
、
春
は
そ
の
年
の
豊
作
の
祈
願
、

秋
の
大
祭
と
新
穀
感
謝
祭
は
作
柄
の
報
告
と
お
礼

を
土
津
霊
神
に
申
し
上
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

昔
か
ら
変
わ
ら
ず
坦
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
も
あ
り
、
我
が
国
の
原
点
を
示
す
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

神
道
は
そ
の
始
ま
り
が
大
変
古
く
、
縄
文
・
弥

生
の
頃
か
ら
の
日
本
の
風
土
と
日
本
人
の
生
活
習

慣
や
精
神
性
に
基
づ
き
、
自
然
発
生
的
に
生
じ
た

と
さ
れ
、
他
の
宗
教
の
よ
う
に
教
祖
や
開
祖
の
存

在
は
な
い
。

　

５
世
紀
以
降
、
外
来
宗
教（
仏
教
、
儒
教
、
道

教
な
ど
）の
影
響
を
受
け
な
が
ら
次
第
に
体
系
化

さ
れ
、
特
に
仏
教
と
は
神し

ん

仏ぶ
つ

混こ
ん

淆こ
う

な
ど
の
時
代
を

経
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

古
い
し
き
た
り
や
建
物
、
遺
跡
な
ど
の
存
在
は

町
の
品
格
を
高
め
る
。
古
い
も
の
が
な
い
町
は
、

思
い
出
の
な
い
人
間
と
同
じ
で
、
何
と
な
く
薄
っ

ぺ
ら
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

　
【
注
】
神
仏
混
淆　

神
道
と
仏
教
を
調
和
・
融

合
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
）

 「健全な社会環境づくり運動」標語コンクール
　　　　　 最優秀作品を紹介します 　絵本の読み聞かせ「おはなしの森」が始まりました。

毎週月曜日と金曜日に子育てサロン「日向ぼっこ」（新
北町）で開催しています。
　学びいなでも 12 月 16 日（日）、25 年１月 10 日（木）、
１月 20 日（日）に研修室で開催します。
　幼児から小学生向けですが、お父さん、お母さんも一
緒に参加できますので、ご家族そろっての参加をお待ち
しています。 　　　   猪苗代町史を販売しています

　古川和子さん（松橋）が講師を務める編み物教室が開
催されます。あなたの手元に、編みかけのものや編み方
が分からなくなってしまったものはありませんか？全員
が同じ作品を作るのではなく、一人一人の作品に合わせ
た指導をしますので、初心者の人も気軽に参加してくだ
さい。受講を希望する人、内容を知りたい人は下記まで
問い合わせてください。
●期日：25 年１月 16 日（水）、23 日（水）、30 日（水）、
２月６日（水）、13 日（水）、20 日（水）、27 日（水）、３
月６日（水）の全８回　●時間：午前９時～午後３時
※会場使用料として１人１回 300 円の負担をお願いし
ます。
●持ち物：毛糸（リサイクルでも可）、編み棒、昼食、
編み図などがあればお持ちください。　
※編みたいものを考えてきてください。
●場所：学びいな研修室
●申し込み・問い合わせ：古川和子さん　☎（66）3339

　平成 25 年度の成人式を下記のとおり開催します。参
加を希望する人でまだ申し込んでいない人は、12 月 20
日（木）までに申し込んでください。期限を過ぎると、
当日配布する「成人式のしおり」に氏名を掲載すること
ができなくなりますので、ご了承ください。
●日時：25 年１月 13 日（日）
　午後１時～１時 50 分（出席者受け付け）
　午後２時～３時 15 分（式典・記念撮影）
●場所：学びいな　☎（72）0180
●対象：平成４年４月２日から平成５年４月１日までに
生まれた人で、下記のＡまたはＢに該当する人
Ａ．町内に住民登録をしている人（卒業した中学校は問
いません）
　9 月末日現在で町内に住民登録をしている人には、往
復ハガキで案内を送りました。「出席する」「出席しない」
のどちらかを○で囲んで返信してください。10 月以降
に住民登録をした人で出席を希望する人は、電話で学び
いなに申し込んでください。
Ｂ．町内の中学校を卒業した人（住民登録の有無は問い
ません）
　9 月末日現在で町内に住民登録をしていない人には、
往復ハガキの案内を送っていません。出席を希望する人
は、学びいなに申し込んでください。家族などが代理で
申し込む場合は、新成人の氏名、生年月日、住所、電話
番号を申し出てください。

　　　　第 11 回「母から子への手紙コンテスト」表彰式が開催されました

　新しい年を手作りの門松で迎えてみませんか。本格的
な門松とミニ門松の２種類から選んで作ります。
●日時：12 月 21 日（金）午前 9 時～正午
●内容：①門松一対（110㌢）②ミニ門松一対（30㌢）
●材料費：2,000 円程度
●場所：学びいな研修室
●定員：①②ともに 10 人程度
●申し込み：12 月 14 日（金）までに
学びいなへ
申し込んで
ください。
定員になり
次第締め切
ります。
☎（72）0180

 　　成人式の申し込みはお済みですか   　　　編み物教室の参加者募集
　第 11 回を迎えた「母から子への手紙コンテスト」の
表彰式は 12 月２日、学びいなで開催されました。表彰
式では、最終選考委員でもある芥川賞作家で僧侶の玄侑
宗久さんが「東北の底力」と題して講演。会場に詰めか
けた聴衆を魅了しました。
　10 月 13 日に行われた一次選考会では、町内のお母
さん 66 人が、全国から寄せられた 973 点の作品を審査。
11 月５、６の両日開かれた最終選考会では、玄侑宗久
さん、エッセイストの大石邦子さん、春日居郷土館・小
川正子記念館名誉館長の末利光さん、一次選考委員代表
の小林光子さんの４人が厳正に審査し、大賞、準大賞、
日本郵便株式会社賞各１点、優秀賞７点、佳作 41 点の
入賞作品を決定しました。
　見事、大賞を受賞した松村則子さん（千葉県）の作品
を紹介します。

 　     絵本の読み聞かせをしています

　家計簿や健康管理表などを作成して、グラフの挿入や
関数の使い方を学習します。（Excel 経験者向け）
●日時：25 年 2 月 6 日（水）、８日（金）、13 日（水）、
15 日（金）、18 日（月）、20 日（水）
●時間：午前 10 時～正午
●場所：学びいな研修室　
●定員：10 名
●受講料：1,500 円程度（テキスト代）
●申し込み：学びいな　☎（72）0180　※定員になり次
第締め切ります。

　　　門松づくり教室受講者募集

　 町青少年健全育成町民会議が募集した「健全な社会
環境づくり運動」標語コンクールには 481 点の応募が
あり、各部門から最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作３点
が選ばれました。
　それぞれの部門の最優秀作品を紹介します。
●小学生の部　千里小学校　半谷　昂大さん
　夢に向かってがんばろう　あなたの未来　無限大
●中学生の部　東中学校　柴田　菜摘さん
　あいさつに　笑顔をそえて　私から
●高校生の部　猪苗代高等学校　鈴木　柊也さん
　母親の　早起きさっそく　愛情弁
●一般の部　新町イ　市田　悟さん
　夢のある　若人育てる　猪苗代

      ◆学びいな・図書室の休館日◆
   学びいなと図書室の 12 月と翌年 1 月の休館日は

   12 月 24 日（月・祝）、27 日（木）～翌年１月４日（金）、

   14 日（月・祝）、28 日（月）です。

　

娘
が
い
つ
の
日
か
ら
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
五
、六
語
し
か
喋
ら
な
い
ポ
ン
コ
ツ
・
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。

「
宿
題
や
っ
た
の
？
」

「
ウ
ザ
ッ
！
」

「
こ
の
靴
下
、
か
わ
い
い
と
思
わ
な
い
？
」

「
キ
モ
ッ
！
」

「
ゴ
ミ
捨
て
て
き
て
く
れ
な
い
な
ら
、
弁
当
無
し
よ
」

「
恐
ッ
！
」

お
ね
だ
り
す
る
時
だ
け
、「
超
カ
ワ
イ
イ
！
」「
超
ホ
シ
イ
！
」

そ
ん
な
ポ
ン
コ
ツ
・
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
、
あ
る
日
、
間
違
い
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。

『
レ
ナ
、
宿
題
や
っ
た
？
尊
敬
す
る
人
、
誰
に
し
た
？
私
は
、
１
、

美
智
子
様　

２
、お
母
さ
ん　

３
、米
倉
涼
子
』、（
え
ッ
？
私
っ
て
、

米
倉
涼
子
よ
り
も
上
な
の
？
）

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、「
ウ
ザ
ッ
！
」「
キ
モ
ッ
！
」「
恐
ッ
！
」も
、

《
本
当
は
お
母
さ
ん
大
好
き
》
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
ん
で
す
！
（
笑
）

  パソコン講習会 Excel ～活用編～受講者募集

ミニ門松（30㌢） 門松（110㌢）

　町生涯学習課では、昭和 50 年代に発刊された「猪苗
代町史」を販売しています。
　猪苗代の自然の生い立ちから古代・中世・近代への変
遷の歴史や、町内の集落の成り立ちなどを収めた「歴史
編」。猪苗代に生活していた人々の生活様式から、交通・
習慣・信仰・民俗芸能に加え、猪苗代に伝わる昔話や伝
説などを収めた「民俗
編」。磐梯山や猪苗代
湖の成因、猪苗代の地
形的特徴や気象・気候
の特色に加え、猪苗代
に生息する動植物の紹
介など幅広く収められ
た「自然編」の３編の
販売となります。
価格は下記の通りです。
◆猪苗代町史～歴史編～（1206 ページ）　4,800 円
◆猪苗代町史～民俗編～（919 ページ）　  4,000 円
◆猪苗代町史～自然編～（543 ページ）　  3,500 円
●問い合わせ・販売場所：町体験交流館（学びいな）内
生涯学習課　☎（72）0180

 学 び の 泉 № 189

教育委員会だより

町体験交流館　学びいな
Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350

教育委員会生涯学習課
■問い合わせは
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年
末
年
始
前
に
役
場
の
手

続
き
は
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

町
役
場
の
業
務
は
、
12
月
29
日

（
土
）
か
ら
新
年
１
月
３
日（
木
）
ま

で
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
な
ど
が
必
要
な
人
は
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
の
開
閉
栓
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
使
用
開
始（
停
止
）
予

定
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
業
中
で
も
婚
姻
届
、
死
亡
届
や

火
葬
場
の
予
約
な
ど
は
受
け
付
け
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

町
民
生
活
課　

町
民
生
活
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
業
務

☎（
62
）５
６
２
２

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

▼
ご
み
収
集

　

12
月
29
日（
土
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
木
）ま
で
の
６
日
間
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ

ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

　

保
温
材
を
は
が
し
て
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
ま

す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
蛇
口
や

管
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
止
水
栓
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く

　

屋
内
の
水
道
管
を
修
理
し
た
り
、

蛇
口
を
交
換
し
た
り
す
る
に
も
、
止

水
栓
で
水
を
一
時
止
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
積
雪
前
に
場
所
を
再
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
左
の
町
指

定
事
業
者
に
修
理
・
交
換
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
業
務

☎（
62
）５
６
２
２

さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
収
集

　

12
月
29
日（
土
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
木
）ま
で
の
６
日
間
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
家
庭
生
ご
み
回
収
カ
レ

ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
29
日（
土
）か
ら
新
年
１
月

３
日（
木
）ま
で
の
６
日
間
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
休
み
に
入
る
前
に
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先
は
、

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

生
活
環
境
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
１
月

表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
す

　　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
１
月
の
ペ
ー

ジ
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

【
誤
】
○
１
月
７
日（
成
人
の
日
）

             

収
集
休
み

【
誤
】
○
１
月
14
日　

缶

【
正
】
○
１
月
７
日　

缶

【
誤
】
○
１
月
14
日（
成
人
の
日
）

                

収
集
休
み

　

深
く
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ご
み
出
し
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

生
活
環
境
業
務

☎（
62
）２
１
１
４

水
道
管
の
凍
結
や
破
損
に

備
え
た
賢
い
防
寒
対
策
を

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
損
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
適
量
の
水
を
流
し
て
お

く
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

水　

道

担当月日 指定給水装置工事事業者 電話番号

24 年 12 月 29 日

（株）五十嵐建設工業 （62）3861

（有）鈴木設備 （62）3520

小熊建設 （64）2508

　　12 月 30 日

金子工業（株） （64）2151

佐光設備 （66）4196

難波設備工業所 （62）2839

　　12 月 31 日

渋谷建設（株） （64）2425

（有）会津燃料 （62）3229

（有）猪苗代工務店 （62）4645

25 年１月１日

大栄工業（有） （64）2802

（有）阿部伊三郎商店 （62）3626

（有）渡部住宅設備機器 （66）2868

　　１月２日

（有）本間建設 （65）2701

中善商店 （66）2345

伊藤配管工業 （62）3018

　　１月３日

宇南山設備 （65）2265

小椋建設林業（株） （64）3329

（有）笠間設備工業 （62）2883

平成 24 年度  年末年始水道管修理担当割当表

年
末
年
始

会
津
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
に

申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す

　

税
務
署
で
は
、
所
得
税
、
個
人
事

階
（
野
口
英
世
青
春
通
り
）

▼
注
意
点　

・
３
月
に
入
る
と
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
早
め
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
税
務
署
庁
舎
内
に
は
、
申
告
書
作

成
会
場
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
の
申
告
相
談
会
は
25
年
２
月
14

日
か
ら
で
す
。
日
程
や
対
象
地
区
な

ど
に
つ
い
て
は
、
１
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
若
松
税
務
署

☎（
27
）４
３
１
１

白
色
申
告
の
記
帳
・
帳
簿

保
存
制
度
対
象
者
が
拡
大

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業

所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所

得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え

る
人
に
は
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

26
年
１
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
業

務
を
行
う
全
て
の
人（
所
得
税
の
申

告
を
す
る
必
要
が
な
く
、
住
民
税
の

申
告
だ
け
を
す
る
人
を
含
み
ま
す
）

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や

記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
会
津
若
松
税
務
署
に
問
い
合
わ

業
者
の
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
の
作
成
を
行
う
た
め
の
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時　

25
年
２
月
１
日
（
金
）
～
３
月
15
日

（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
日
・

祝
日
除
く
）

▼
場
所　

会
津
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
２

せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
所
得
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

会
津
若
松
税
務
署　

☎（
27
）４
３
１
１

○
住
民
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

税
務
課
賦
課
業
務　

☎（
62
）２
１
１
３

自
動
車
の
廃
車
な
ど
に
伴

う
登
録
手
続
き
は
確
実
に

　

 

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

名
義
上
の
所
有
者（
割
賦
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納
税

通
知
書
が
き
た
」、「
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
」な
ど
、
多
く
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
間
違
い
な
く
届
く
よ
う
に
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
３
月
31
日
ま
で
に

運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き（
移
転
・

変
更
・
ま
っ
梢
）を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
続
き
が
必
要
な
場
合

・
住
所
が
変
わ
っ
た

・
自
動
車
を
人
に
譲
っ
た

・
廃
車
し
た
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎（
29
）５
２
６
１

申　

告

 

税　

金 

医療機関名 日にち
曜日

12/28
金

12/29
土

12/30
日

12/31
月

1/1
火

1/2
水

1/3
木

1/4
金

1/5
土

1/6
日

浅見クリニック
（63）2200

午前 13 時まで × × × × × 13 時まで ×
午後 × × × × × × × ×

小川医院
（62）2132

午前 × × × × × × ×
午後 × × × × × × ×

かねこクリニック
（72）0660

午前 × × × × × ×
午後 × × × × × × × × ×

野崎医院
（66）2245

午前 × × × × × ×
午後 × × × × × × × ×

マリアクリニック
（77）2700

午前 × × × × × × ×
午後 × × × × × × ×

矢吹医院
（62）2169

午前 × × × ×
午後 × × × × × ×

町立病院
（62）2350

午前 × × × × × × ×
午後 × × × × × × ×

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 28 日～１月 6 日）
×：休診

年中無休　午後６時 30 分～午後 10 時 30 分
ただし、12 月 30 日～ 1 月 3 日の間は特別な診察時間になります。

（午前 10 時～午後 4 時、午後５時～午後 10 時 30 分）

夜間救急　　会津若松市夜間急病センター　☎（28）1199   （年中無休）

Town Information まちのお知らせいなわしろタウンページ
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空
き
家
古
民
家
利
活
用
推

進
事
業
で
被
災
者
支
援
を

　　

要
件
を
満
た
す
空
き
家
を
改
修

し
、
被
災
者
等
に
貸
し
家
と
し
て
提

供
す
る
場
合
に
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
、
工
事
費
の
３
分
の
１
か
つ

１
０
０
万
円
ま
で
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

空
き
家
に
つ
い
て
、
売
買
ま
た
は

賃
貸
の
意
向
が
あ
る
人
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

相
談
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
）
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
第
３
水
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
猪
苗
代
町
行
政
相
談
委
員

　

宮
沢　

重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時

　

12
月
19
日（
水
）、
１
月
16
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
開
催
場
所　

町
役
場
３
階
日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
１
１
６
号
「
公
売
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
１
７
号
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
１
１
８
号
「
交
付
要
求
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
１
９
号
「
充
当
通
知
書
の
公

示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
１
号
「
延
滞
金
督
促
状
の

公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
１
２
２
号
「
猪
苗
代
町
議
会
12

月
定
例
会
の
招
集
に
つ
い
て
」（
総

務
課
行
政
管
理
業
務
）

公　

告

・
第
50
号
「
平
成
24
年
４
月
期
農
用

地
利
用
集
積
計
画
の
一
部
取
消
し
に

つ
い
て 

」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
51
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
に
つ
い
て
（
11
月
）」

（
農
業
委
員
会
農
地
業
務
）

・
第
52
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て 

」（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

・
第
53
号
「
抑
留
犬
の
公
告
に
つ
い

て 

」（
町
民
生
活
課
生
活
環
境
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　

談

福
島
県
耐
震
化
リ
フ
ォ
ー
ム
等
推
進

協
議
会

☎
０
２
４
（
５
６
３
）６
２
１
３

　
住
宅
二
重
ロ
ー
ン
に
よ
り

お
困
り
の
人
を
助
け
ま
す

　

 　

 

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で

住
宅
に
損
害
を
受
け
た
人
の
生
活
再

建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅
の
二
重

ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
補
給
を
行
い

ま
す
。
災
害
程
度
や
債
務
残
高
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
建
築
指
導
課　

☎
０
２
４（
５
２
１
）８
１
８
４

掲
示
板

　

　　　

　福島県民手帳には、県・国の主要機関の一覧、災
害発生時の連絡先など日常生活に役立つ情報が掲載
されています。また、福島県勢要覧は県勢全般がわ
かるコンパクトな総合統計書です。
　購入希望の人は代金を持参の上、直接役場までお
越しください。

　 　この１冊で福島県がわかります !

　 福島県民手帳・福島県勢要覧

外
部
被
ば
く
線
量
な
ど
あ

な
た
の
健
康
見
守
り
ま
す

　　

福
島
県
で
は
、
原
子
力
災
害
に
よ

る
放
射
線
の
影
響
を
踏
ま
え
、
県
民

の
健
康
を
長
期
に
わ
た
り
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。そ
の
出
発
点
と
し
て「
県

民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
問
診

票
」を
提
出
し
た
人
に
は
、
23
年
３

月
11
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
の
外
部

被
ば
く
線
量
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
人
は
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
出
前
書
き
方
説
明
会
・
相
談
会

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県

民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
問
診

票
」に
つ
い
て
の
出
前
書
き
方
説
明

会
・
相
談
会
を
県
民
の
要
望
に
応
じ

て
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
の
間

▼
人
数　

１
回
あ
た
り
10
名
か
ら
15
名
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
７
）１
７
８
６

ひ
と
り
親
の
生
活
安
定
や 

自
立
の
手
助
け
を
し
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る

た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

も
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
。

※
子
ど
も
の
年
齢
は
18
歳
に
到
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で（
中
度
以
上
の
障
害
を
有

す
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い

⑤
そ
の
他（
父
ま
た
は
母
が
１
年
以

上
遺
棄
し
て
い
る
、
父
ま
た
は
母
が

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
、
母
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
、
子

ど
も
の
父
ま
た
は
母
が
母
ま
た
は
父

の
申
し
立
て
に
よ
り
保
護
命
令
を
受

け
た
場
合
な
ど
）

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
子
ど
も
が

 

・
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
ま
た
は
遺
族

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

 

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

た
り
里
親
に
預
け
ら
れ
る

○
父
母
ま
た
は
養
育
者
が

 

・
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る    

 

・
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も

事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内
縁
関
係
な

ど
）
が
あ
る

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得（
課

税
台
帳
上
の
所
得
に
、
父
ま
た
は
母
、

子
ど
も
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の
８

割
を
合
算
し
た
額
）が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
そ
の
年
度（
８
月
か
ら

翌
年
の
７
月
ま
で
）は
、
手
当
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
扶
養
義
務
者（
同
居
の

直
系
血
族
及
び
兄
弟
姉
妹
）な
ど
の

所
得
に
よ
る
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
手
当
額（
月
額
）は

　

監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や

受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決

め
ら
れ
ま
す
。

○
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
万
１
４
３
０
円

一
部
支
給　

４
万
１
４
２
０
円
か
ら

９
７
８
０
円
ま
で
の
金
額

○
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
５
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

▼
手
当
を
受
け
る
手
続
き

　

次
の
書
類
を
添
え
て
保
健
福
祉
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

①
認
定
請
求
書

②
請
求
者
と
対
象
に
な
る
子
ど
も
の

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
お
よ
び
世
帯

全
員
の
住
民
票

③
そ
の
他
必
要
な
書
類

　

所
得
制
限
限
度
額
や
必
要
な
書
類

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

県
児
童
家
庭
課　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

手
当
て　●問い合わせ先　

　　企画財務課企画調整業務　☎   （62）2112

支　

援

健　

康

扶養親族
などの数

本　　人 扶養義務者
の限度額全部支給 一部支給

０人 190,000 1,920,000 2,360,000

１人 570,000 2,300,000 2,740,000

２人 950,000 2,680,000 3,120,000

３人 1,330,000 3,060,000 3,500,000

４人 1,710,000 3,440,000 3,880,000

５人 2,090,000 3,820,000 4,260,000

所得制限限度額表 （単位：円）

扶養親族
の年齢 加算額

０～ 16 歳未満 0

16 ～ 19 歳未満 150,000

19 ～ 23 歳未満 150,000

23 ～ 70 歳未満 0

70 歳～ 100,000

※なお扶養親族の年齢によ
　り限度額が加算されます

■販売場所・時間　
　役場企画財務課（2 階）　8：30 ～ 17：15
■販売期間　
　25 年２月 28 日（木）まで
■種類・金額

種類 横罫版
（紺色）

カレンダー版
（桜色）　

県勢要覧

金額 500 円 500 円 1,500 円

Town Information まちのお知らせいなわしろタウンページ
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暮らしの情報広場 Life Information

 善意をありがとうございます
○青少年健全育成のため
　猪苗代ライオンズクラブ　大竹始会長
　スライドテント１張（さくらこど
　も園に贈呈）

○交通事故被害者の自立・社会復帰
　支援などのため
　ＪＡ共済連福島　高荒栄一本部長
　車いす５台（町立病院に設置）

○子どものスポーツ振興のための協 
　力金として
　エンジョイゴルフＩＮ会津実行委員会

　大塚修一実行委員長　  50,000 円

○災害復興支援協力金として
　町内の匿名の方　　   200,000 円
○災害復興支援協力金として

同じく町内の匿名の方  200,000 円

ライオンズクラブチャーターナイトで別
府園長（右）に目録を贈る大竹会長（左）

前後町長（左）に車いすを贈呈するＪＡあ
いづの五十嵐代表理事組合長（中央）ら

大川原副町長に善意を託す大塚修一委員
長（中央）と岡本恭宜さん（右）

　
　震災孤児・遺児を毎月
　500 円で応援できます

　愛知ボランティアセンターでは、
東日本大震災で親を亡くした子ども
たちを応援する「ワンコインサポー
ターズプロジェクト」を実施してい
ます。このプロジェクトは、サポー
ターに毎月 500 円からの応援金を
自動送金してもらい、毎年孤児・遺
児の皆さんに贈るものです。
●登録方法
①所定の銀行口座に毎月 11 日の自
動送金となるよう手続きする
②ボランティアセンターに名前・住
所などを手紙または電話で連絡する
　所定の銀行口座など、詳しくは下
記に問い合わせてください。
問愛知ボランティアセンター
代表  久田光政  ☎ 090（6590）3117

　 
　

　 冬季間の消火栓などの
　 除雪にご協力ください

　冬季間は、暖房器具を使う機会も
増え、火災が非常に発生しやすくな
ります。消防署では火災発生時に消
火栓・防火水槽を使用し消火活動を
行いますので、自宅の周囲に消火栓
などがあれば除雪をお願いします。
また消火栓・防火水槽のまわりには
雪を捨てないでください。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

　
　 海外体験で自分の世界
　 を広げてみませんか？

　文部科学省所管の国際青少年研修
協会では、春休みを利用した海外派
遣の参加者を募集しています。
●内容　ホームステイ・ボランティ
ア・文化交流・学校体験など
●派遣先　アメリカ・イギリス・オー
ストラリア・カナダなど
●日程　３月 24 日（日）～４月５日

（金）の間の９～ 12 日間
●対象　小学３年生～高校３年生
※内容により異なる　
●参加費　
29.8 ～ 43.8 万円（共通経費は別途）
●申込締切　２月４日（月）
　福島市で説明会の開催を予定して
います。詳しくは下記に問い合わせ
てください。
問国際青少年研修協会　
☎ 03（6459）4661

 　東京の会津学生寮では
　 寮生を募集しています

　会津学生寮では、東京近郊の大学
に就学する学生を対象に入寮生を募
集します。
●所在地　東京都文京区
●応募資格
次の全てに該当する男子生徒
・健康で共同生活ができる
・現在会津に住んでいるか保護者が
会津出身

・東京都やその近郊の大学（４年制）
に入学するか２年生に進級する
●募集人数　13 名程度
●費用　入寮金７万円、　月額寮費
４万７千円（個室、月曜日から土曜
日まで朝夕食付き）
●申込方法
入寮願用紙（会津若松市教育委員会
備え付け）に必要事項を記入の上申
し込む※大学の合格通知書の写しと
出身高校で交付する調査書を添付
●申込期間　25 年１月 15 日（火）
～２月 12 日（火）
　詳しくは下記に問い合わせてくだ
さい。
問会津若松市教育委員会教育総務課
☎（39）1302

　
　 被災者相談ダイヤルは
　 震災の悩みに応えます
　
　ふくしま心のケアセンターでは、
東日本大震災や原発事故の被害で悩
んでいる人のために電話相談を始め
ました。被災やその後のストレスに
より悩みを抱えている人、その支援
をしている人などからの相談を受け
付けます。
●被災者相談ダイヤル「ふくここラ
イン」☎ 024（531）6522
●時間　
午前９時～正午、午後１時～５時
※専門の相談員が相談にのります
問ふくしま心のケアセンター
☎ 024（535）8639

相　　談

募　　集

   今月の納期
（納期限12 月25 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料　６期分

●後期高齢者

　医療保険料    ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

１　犯罪発生状況
年別

町村別 平成 24 年 平成 23 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 66 64 2        3.1
磐 　 梯 　 町 15 10 5      50.0
裏 　 磐 　 梯 9 7 2      28.6

　　　計 90 81 9      11.1

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
24 年 23 年 24 年 23 年 24 年 23 年

窃盗犯計 44 55 8 9 7 7
空き巣 1
金庫破り
事務所荒らし 1
出店荒らし 2 4 1
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 3 2 1 1
置引き 6
車上ねらい 5 5 1 1 2 2
部品ねらい 1 1
脱衣場ねらい 3 1
自販機ねらい
万引き 4 14
職場ねらい 1
さい銭盗 4 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 7 2 2 2 1
非侵入盗その他 7 7 3 4 1 3
自動車盗 1
オートバイ盗
自転車盗 8 11
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 1
詐欺・横領 3 3 1

遺失物等横領 1 2
器物損壊 15 4 2

その他の刑法犯 3 2 1 1
総　計 66 64 15 10 9 7
増　減 2 5 2

２　交通事故状況
死亡事故 3 2 0 0 0 0
増　　減 1 0 0
人身事故 86 73 12 6 7 4
増　　減 13 6 3

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 24 年10月31日現在） お悔やみ申し上げます

（ 10 月15 日～11月14日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

島影　和夫 91 和夫 幸野

渡部キミエ 85 正信 小田

阿部　昌英 84 昌司 伯父ケ倉

遠藤　光雄 84 光雄 新町ろ

白岩　定喜 79 定好 壺下

土屋　俊雄 85 俊雄 関脇

孔　　愛子 89 岩雄 川桁

一ノ瀬和久 55 和久 小田

六角チイ子 83 江利 金曲

笠間　　登 80 登 下舘

本田　榮子 80 榮子 中の沢

磯谷　ミサ 90 茂壽 中の沢

梅津　正男 65 正男 上ノ上

横田　　忠 78 忠 下舘

市野塚芳郎 87 芳郎 桜ケ丘

酒井　圭子 80 信 北高野

佐藤　貞子 92 方則 上新町

山内イツ子 84 イツ子 下舘

渡部ハツミ 85 昭 金曲

山口サクミ 67 サクミ 新北町

遠藤　昌司 51 昌司 中の沢

後藤イミ子 82 誠 木地小屋

安藤久仁子 73 武美 九軒町

鈴木　ウメ 87 孝義 翁島駅前

小橋多嘉子 74 勝幸 猪苗代

行政区外

日下部フミ 89 洋一 田子沼

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

 24 年 11 月 1 日現在現住人口
　   人　口　　　15,464 人
　　世帯数　　　  5,070 戸
　　出生　11 人　  転入　 32 人
　　死亡　28 人  　転出　 30 人

お
詫
び
と
訂
正

▼
広
報
11
月
号（
№
６
２
５
）

の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

・
８
ペ
ー
ジ　

ま
ち
の
わ
だ

い
「
老
人
福
祉
向
上
の
功
績

称
え
る
」
の
記
事
中
「
戸
田

忠
吉
さ
ん
」と
あ
る
の
は「
戸

田
忠
義
さ
ん
」
の
誤
り
で
す
。

深
く
お
詫
び
し
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訂
正
し
ま

す
。編

集
後
記

▼
11
月
18
日（
日
）
に
行
わ

れ
た
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
取

材
で
は
、
タ
ス
キ
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つ
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一
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を
逃
す
ま
い
と
し
て
一

日
緊
張
し
て
い
ま
し
た
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町

を
背
負
っ
て
走
る
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
猪
苗
代
町
の
ヒ
ー

ロ
ー
で
す
。
本
当
に
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。（
新
明
）

▼
今
年
は
久
々
に
ス
キ
ー
を

し
て
み
よ
う
か
と
思
案
中
で

す
。
今
で
は
カ
ー
ビ
ン
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ス

キ
ー
が
主
流
だ
そ
う
で
す
ね
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長
い
板
し
か
持
っ
て
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な
い

の
で
、
思
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っ
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う
！

こ
と
は
せ
ず
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ま
ず
は
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ン

タ
ル
で
試
そ
う
と
思
う
弱
気

な
私
で
す
。（
矢
森
）

消 防 署

被災支援 

   12 月の献血日程
12 月 25 日（火）
午前９時～午後５時
町役場で全血献血を
実施します。
400㍉㍑献血にご協力
ください。

よろしく

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



Our  Museum
みんなの美術館

12 月は千里小学校のお友達の作品です
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発
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■

発
行
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島
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猪
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■
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城

南
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☎
 0242（

62）2111

■一口メモ■
　味噌汁を具だくさんにし、野菜のうまみとヨーグルトのコクをひきだすことで減塩につなが
ります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 187

【材料】4 人分
生鮭 ２切れ・だし汁 ６カップ・大根 1/3 本・ニンジン 
１本・ごぼう 1/2 本・里芋 ２個・しめじ 1/2 パック・
長ねぎ １本・酒かす 40㌘・みそ 大さじ１と小さじ１・
プレーンヨーグルト 80㌘

ヨーグルト入り酒かす汁
（高血圧予防メニュー）

【作り方】
①酒かすはボウルに入れ、少量のだしでふやかしておく。
②大根とニンジンは厚さ４～５㍉の半月切り、ごぼうは
厚さ３～４㍉の斜め切りにする。里芋は一口大に切り、
しめじは石づきを落とし小房にする。
③ 鍋に①の残りのだし汁と②を入れふたをし、火にか
ける。煮立ったら弱火にして 20 分ほど煮て、一口大に
切った鮭と２㌢の長さにぶつ切りにした長ねぎを加えて
さらに５～６分煮る。
④ みそと酒かすを煮汁でのばしながら溶き入れ、最後
にヨーグルトを加えてひと煮立ちさせたら、火を止め器
に盛って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】エネルギー 156㌔㌍、塩分 1.1㌘

「グアナコってなに？」

スクラッチ技法（※注）で
想像上の生物「グアナコ」
を描きました。体に細かい
模様をつけるのが大変でし
たが、うまくできました。

上原　大
た い

樹
き

さん（４年）

「私が食べたいケーキ」

紙粘土とビーズ、モールを
使ってケーキを作りました。
工夫したのは、ケーキや皿
にいろいろな色を使ったと
ころです。周りのオレンジ
色のところをつけるのが上
手にできました。遠藤　あいさん（２年）

【注】クレヨンで色をつけた紙を黒い
絵の具などで塗りつぶし、先のとがっ
たものでひっかいて絵を描く技法


